
東京小売酒販組合の取組 

①未成年者飲酒防止・飲酒運転 

 撲滅全国統一キャンペーン 

②酒類販売管理研修 

資料４ 



小売酒販組合の「未成年者飲酒防止・  

飲酒運転撲滅全国統一キャンペーン」  



酒類販売業者の社会的使命！ 

 酒販組合は、酒類を販売する側として、未
成年者飲酒防止・飲酒運転撲滅全国キャン
ペーンを平成２０年より展開して参りました。 

 北は北海道から南は九州まで、直近の１年
間で約２９０箇所、約８，６００名の組合関
係者が参加して行われております。同キャン
ペーンには、関係行政、地元自治体、生販三
層、各関係団体、地元高校生の皆様等々にも
ご協力ご参加を頂き、取組んできました。 



東京小売酒販組合の 

キャンペーンでの取組 
◆平成３０年で１０回目となり、秋葉原で 

 以下の取組を行いました。 

 ・万世橋警察署の警察官 

  による交通安全教室 

 ・お笑い芸人のトーク 

  ショー 

 ・若い世代への啓発といった観点から、地元 

  の高校生を招待してティッシュ配り 



各支部のキャンペーンでの取組 
◆都内の傘下組合８２支部においても、 

 啓発活動を行っており、平成２９年は 

 都内全域で合計５９回開催しました。 

＜支部での取組例＞ 

 ・通行人や駅利用者の方に啓発用の 

  ポケットティッシュを配布し、未 

  成年者飲酒防止と飲酒運転撲滅を 

  呼びかけ 

 ・組合員のほか、地元区役所や警察 

  署、地域の関係者などが参加し、 

  一緒にＰＲ活動を実施 



酒類販売管理研修 



酒類販売管理研修とは？ 

◇酒類の小売販売場における酒類の適正な販 

 売管理の確保を図るのが目的です。 

◆具体的には、酒類の販売業務を行うに当た 

 って遵守すべき法令に関する事項のほか、 

 アルコール飲料としての酒類の特性や酒類 

 の商品知識等を習得することにより、その 

 資質の向上を図る為開催されている。 



酒類販売管理者とは？ 
□１つの販売場につき１人の酒類販売管理者 

 を選任 

□酒類販売業務に関し、法令を遵守した業務 

 が行われるよう酒類小売業者に助言、ある 

 いは酒類販売業務に従事する従業員等に対 

 して指導 

□酒類小売業者は、酒類販売管理者に、前回 

 の受講から３年を超えない期間ごとに酒類 

 販売管理研修を受講させなければならない
。 

 














